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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者情報＞
・向井　敦子様～療養環境変更目的にて、西病棟へ移動となる。
・橋本　拓実様～療養環境変更目的にて東病棟Ａユニット10号室から東病棟Ｃユニットへ移動となる。
・成田　力大様～療養環境変更目的にて東病棟Ａユニット14号室から東Ｂユニット3号室へ移動となる。
・岡田　由太郎様～食事摂取量、尿量少ない事から点滴3本処方。排尿12時間ないことから膀胱留置カテーテル挿入の指示あり施行。療養環境変更目的にて合併症室に移動となる。
・澤井　カナ子様～長男様より4/15　9：00退院希望あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。15～16時開放観察実施中。対面時は穏やかであるが、隣室者と大声で話している事あり。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離継続中。妄想発言聞かれているが多飲水はなく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。奇声を上げて室内徘徊している。対面時自室より出てこようとすることはない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離中。隣室者と会話しており、対面時は的外れな返答あり。服薬拒否はない。落ち着かない様子は続いている。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・上村　節子様～身体拘束中。バイタルサインに異常なし。食事は拒否強く数口程度のみ摂取。引き続き、精神症状と身体症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・服部　英喜様～昨日準夜帯にて転倒したと本人より話あり。左大転子部に熱感、腫脹あり。本日レントゲン検査施行し骨折所見あり。4/13　9：00八戸赤十字病院整形外科受診となる。
・野田　敏治様～脱衣行為やトイレ籠りあり。介入に一時的であるが易怒性みられている。
・留目　美江子様～来週診察日に面談希望あり。明日主治医に確認していく。
＜深澤Dr診察情報＞
・柏山　知也様～便―4日目　センナリド処方となる。
・上野　節子様～点滴3本/キープとなる。臨時薬一部変更で7日分処方となる。
・三浦　幹様～明日より、血糖測定中止となる。
・上村　ヨシヱ様～便―4日目　シンラック処方となる。
＜新入院患者様情報＞
　日　　時：H30.4.8　　11：06

　病棟病室：東病棟Ａユニット10号室

　氏　　名：平野　稔（ひらの　みのる）様

　生年月日:昭和36年1月5日57歳

　性　　別:男性

　病　　名：躁うつ病

　入院形態:医療保護

　主治医　:田名部Dr

　入院に至る経緯：

　本日11時、警察と共に受診。昨日は、レンタカーを使って交通事故を生じさせたと情報あり。最近は、兄からの情報では、気分面で躁状態になってきていたようである。診察時の様子としては、着席して話は出来ている。夜間睡眠はとれていたかどうかは不明。喫煙が出来ない事や環境面の不満など話しており、入院への同意得られない事から4/11　11：06東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

・家族洗濯
・カードなし
　　　　　　　　　　　　　　　
日　　時：4月11日　16:10

　病棟病室：東病棟Ｄユニット　18号室　

　氏　　名：吉田　浩様

　生年月日：昭和7年12月10日　85歳

　性　　別：男性

　病　　名：軽度アルツハイマー型認知症

　主治医　：深澤Dr

　＜経過＞

　　H30年2月まで甲状腺機能低下のため三沢市の岡三沢診療所へ通院。治療により甲状腺機能は正常範囲内となり、認知症の加療精査目的にてH30.3月あおぞらクリニックへ転医。H30.4.11あおぞらクリニック受診。2週間前にパンクした車に乗ろうとすることや顔を洗う際に置いた眼鏡の置き場所が分からなくなる、朝から飲酒をしているとのこと。また、家族への暴言暴力があり、失禁もあるためリハビリパンツの使用勧めるも拒否強く家族での対応が困難。元来短気で刃物や猟銃も扱っていた為、家族としては恐怖感があり、入院希望がある。他害の危険性が高いと判断され、本日当院受診し、1回目の入院となる。

・洗濯については後日家族より報告予定。
・カードなし。　

　　　　　　　　　　
